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Abstract

　　Microaggression can happen to anyone in daily life including at a university class. In this article, 

the author examines the theoretical background of microaggression which anyone can be a victim or 

victimizer, from a perspective of social justice education. The author also discusses lesson plans of 

practicing social justice education which encourage students to recognize microaggression and other 

related topics such as bias, discrimination, and privilege. 
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1．はじめに―授業で起こったマイクロアグレッション
2021年 12月、筆者が担当していた授業「多文化共生」は、オンライン双方向型の授業として

行っており、日本の学生 27名と、当時新型コロナウイルスの影響により来日できず遠隔で授業を

受けていた交換留学生 2名が受講していた。この授業は、主に 1年生を対象とした基盤教育科目

で、多文化社会日本の現状と課題について考え、多文化共生社会をめざすための資質の基礎を養う

ことを目的としている。日本社会の多様化・多文化が進むなか、多様な背景を持つ人と共により平

等で公正な社会を目指すための知識・スキル、態度を身に付けるため、この授業では文化とは何か

といったことや、ステレオタイプや偏見、差別や日本人としての特権性等について学ぶ。

2021年度の第 1回目の授業では、アイデンティティの多層性・複層性について話した後、多様
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な背景を持つ人のアイデンティティのケースについて、ブレークアウトルーム機能を使ってランダ

ムに4人～5人に振り分けたグループでグループディスカッション 1）を行った。このアクティビティ

は授業の後半に行ったが、それまでに 1，2度、この授業を受けている人の中に留学生がいること

に触れ、ブレークアウトルームに入る前に、自己紹介をしてからディスカッションを進めるように

指示した。しかし、留学生 1名を含んだあるグループで、他の日本人学生が留学生に話しかけない

まま、自己紹介の時も、ディスカッションのテーマについても話しかけることなく、無視した状態

でグループディスカッションの時間が終わってしまったということを、授業終了後に留学生本人か

ら聞かされた。

本授業では毎回グループディスカッションを取り入れており、2回目からは事前にディスカッ

ションを行う内容について事前に課題を提出してもらうようにしている。ディスカッションを行う

グループもこちらで指定し、ファシリテーターとなる人をあらかじめ決めて始めるように指示して

いた。しかし初回は深く議論するテーマではなかったため、自己紹介をすること以外に進め方等の

指示は出していなかった。初回ということもあり、授業の雰囲気に慣れるということも考慮しての

ことであったが、ブレークアウトルームの様子をすべて見ることもできなかったため、実際に当該

のグループがどのような様子であったかを筆者自身が確かめられたわけではない。とはいえ、留学

生本人から議論に参加できなかったという話を聞き、大変ショックを受けたと同時に、留学生に対

して申し訳ない気持ちであった。また、これ以上このようなことはあってはならないと考え、第 2

回目の授業内容を少し変更し、授業の冒頭で 1回目の授業で起こったことがマイクロアグレッショ

ン（日常で起こりうる分かりにくい侮辱行為や無視。詳細は後述）であったこと、マイクロアグ

レッションは、行為者にその意図がなくても起こってしまうこと等について説明した。2回目以降

の授業からはグループを変えたものの、マイクロアグレッションが起こった背景については深く掘

り下げることができなかった。

すでに述べたように、この授業で筆者は、多文化共生とは何かということを批判的に捉えること

ができるよう、差別や偏見について、全 8回の授業のうち、2～ 3回に分けて取り上げるとともに、

多様な背景を持つ子どもに対する教育や地域での取り組み等を含め、様々な側面から多文化共生に

ついて考えることを心掛けてきた。そのため、自分が担当する授業で差別が起きてしまうとは思っ

てもみなかった。しかし現実には、上記のような差別が起こってしまった。おそらく留学生と同じ

グループにいた日本人学生は、差別するつもりはなかったであろうし、その行為について、差別だ

と指摘されるとも思わなかったかもしれない。一方で、この出来事は留学生が話してくれなければ

わからなかったことであり、これまでも同様のことが起きていた可能性がある。今回は授業後にこ

の留学生との授業が続けてあったこともあり、すぐにこの一件について筆者の知るところとなった

だけで、このような学生同士のやり取りで起こった出来事について、被害を受けた学生が申し出て

くることはほとんどないのではないか。

さらに考えなくてはいけないことは、このようなわかりにくい差別は、授業に参加している学生

同士だけでなく、教師がそれとわからずにしてしまう可能性があるということである。教師は、留

学生に限らず、国籍や言語、海外ルーツを持つ人、性的マイノリティや合理的配慮の必要な学生等、

様々な背景を持つ人が安心して授業を受けられるようにすることが求められる。マイクロアグレッ

ションをはじめとする差別は、授業の外だけでなく（あるいは学外よりもむしろ）授業内で起こる

ことも十分にあり得るからである。このような差別をなくしていくための知識やスキルを涵養する

授業実践の開発が必要である。そこで本稿では、マイクロアグレッションをはじめとする様々な形
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の差別や抑圧に対抗するための知識やスキルを身につけることを支援する社会正義のための教育に

おける理論をもとに、「多文化共生」の授業開発を試みる。なお、本稿では、主に人種および国籍

をめぐるマイクロアグレッションに焦点を当てて、それらに関する議論を検討する。

2．本研究の理論的枠組み―社会正義のための教育の視点から
本節では、差別が生まれる抑圧構造を批判的に捉える視点として、社会正義のための教育（social 

justice education）2）の理論において重要な論点である抑圧構造及び特権性について検討する。社会

正義のための教育は、歴史的・社会的・文化的に維持されてきた抑圧構造を批判的に分析し、それ

に対して行動していくための知識やスキルを身につけることを支援するものである（Bell, 2016）。

社会正義のための教育では、人種 3）、ジェンダー、社会経済的階級、性的指向等の社会的カテゴリー

における周縁化された人々（いわゆるマイノリティ）と、特権的あるいは支配的集団に属する人々

（いわゆるマジョリティ）との間における抑圧とそれが生まれる構造について批判的に分析し、そ

れに対して行動を起こしていくための知識とスキルを身に着けることを支援する。

抑圧構造は、社会制度や法律、教育等に埋め込まれており、様々な形の差別、表象やマイクロア

グレッション等によってマジョリティとマイノリティの関係が維持されている（Bell, 2016）。ここ

でいうマジョリティは、数が多い「多数派」という意味よりもむしろ、より権力を持つ側、特権を

持つ側を意味する。例えば国籍のカテゴリーでは、日本では日本国籍を持つ人はマジョリティ、そ

うでない人はマイノリティとされる。マジョリティが持つ特権性とは、ある社会的カテゴリーにお

いてマジョリティ性を持つ集団に属することで「労せずに得られる優位性」であると定義される

（McIntosh, 1989: 2011；出口、2021）。多くの場合、マジョリティは自らが持つ特権性には無自覚

である。人種という社会的カテゴリーで見てみると、アメリカ合衆国（以下、アメリカ）における

白人がどのような特権を持っているかについて考察したマッキントッシュ（McIntosh, 1989: 2011）

は、日常生活に見られる特権として次のようなものを挙げている。

・　引越しするとき、購入可能で自分が住みたいところの住居を購入・賃貸できる。

・　テレビ・新聞等に自分と同じ人種の人々を見ることができる。

・　 スーパーで自分の文化の食料が買えたり、美容室に行って自分の髪を切ってくれる人を見つ

けることができる。

・　子どもたちは自分の人種の存在を証明するカリキュラム教材を使うことができる。

・　自分の人種を代表して話してくれと言われることはない。

・　部外者としてみなされることなく政府の政策を批判することができる。

（McIntosh, 1989: 2011, pp.122-123一部抜粋して筆者訳）

これらの例からもわかるように、特権とはマジョリティに属していることで、普段意識せずにで

きていたり、しなくて済んだりすることであり、それが「労せずに得られる優位性」として実践さ

れることを指す。日本では、特権といえば「学割が使えるのは学生の特権」「お酒が飲めるのは大

人の特権」といった使い方をすることが多いが、これは「『一時的』な立場・役割で自動的に恩恵

を受ける」（出口、2021：74）という意味合いで使われることが多い。社会正義のための教育の文

脈で使われる特権性の特徴は、原則として努力によって得たものではなく、マジョリティ性を持っ

た側に属していることで意識せずとも開く透明の自動ドアのようなものである（出口、2021）。そ



茨城大学全学教育機構論集グローバル教育研究　第 6号（2023）52

のため、マジョリティは、特権性に無自覚なまま、マイノリティの人たちに日々接している。つま

り、マイノリティに属する人々が日常で経験する差別は、特権性に無自覚なマジョリティと接する

なかで受ける場合が多いということができる。

むろん、差別は様々な形、様々なレベルで現れる。人種差別を例にとってみると、人種差別には

個人間・対人間の差別、制度的差別、社会的・文化的差別等がある（Bell et al., 2016）。個人間・

対人間の差別は、個人の先入観や偏見によるもので、意識的に悪意をもってなされるものと、無意

識的になされるものがある。制度的差別とは、政策や法律、社会的機関、医療、雇用等における差

別をさす。社会的・文化的差別は、社会的規範や習慣、言語、善悪や美の価値観、表象等に現れる

もののことである（Bell et al., 2016: 134-135）。文化的人種差別は、個人的差別・制度的差別を温

存させる有害な形態のレイシズムであるとスー（2020）は指摘している。なぜなら、特定の集団

の文化遺産（芸術や歴史、言語等）をほかの集団よりも優れているとし、その基準をほかの集団に

押し付けるものであるからだ。

近年、アメリカでは特定の集団に対するヘイトクライムを禁止する法律ができたこともあり、ヘ

イトクライムやヘイトスピーチ、露骨な差別表現は処罰の対象となり、行為者は非難されるという

認識が広がっている 4）。しかし同時に、人種差別は「目に見えない、形容しづらい、そしてより遠

回しなものになってきており、意識レベルよりも深いところで作用しながら、見えにくい形で人々

を圧迫するもの」になってきていると指摘されている（スー、2020：39）。なかでも、無意識にな

される差別として人種的マイクロアグレッションと似ているとされるのが「回避的レイシズム」5）

である。回避的レイシズムの行為者となる多くのマジョリティ（この場合白人）は、自分は人種的

偏見を持っておらず、平等主義を信奉しているため、けっして故意に人種差別をしないと信じてい

る。そして、自分は非白人の友人・配偶者がいるといったポジティブな自己イメージを維持しな

がら、無意識のうちに偏見を持った態度をとったり、差別的な行動をとったりする（スー、2020；

ディアンジェロ、2022）。自分はリベラルで進歩的だと自認する白人の人種差別に対する意識につ

いて論じたディアンジェロ（2022）は、白人自身が自らの立場を批判的に捉える必要があるとし

た上で、そのような白人が自らの差別について指摘されたときの反応について、以下のように述べ

ている。

　 私たち白人は、自分が白人であることの立場性や、それが自分の経験をどのように形成してい

るかを批判的に考えなければ、センシティブな会話を進めていくスキルも、そうした会話の中

で覚える不快感に耐える感情的な強さも身につかない。このことは特に自分自身の世界観や思

い込み、言動が問われている場合に当てはまる。その結果が、白人の心の脆さ 6）だ。黒人た

ちは、私たち白人のほとんどが自らの白人性に関する質問に答えられないこと、それができな

いまま議論の場に臨んでいることを分かっている。結果として、黒人が人種問題を提起した場

合、苦痛が軽減されるどころか、よりいっそう増すことになる。これが白人の進歩主義者の大

きな矛盾点の一つだ。一方では、非白人を傷つけるような言動は絶対にしたくないといいつつ、

他方では、非白人を傷つける言動があったと指摘されると反発するのだ。（ディアンジェロ、

2022：40）

ディアンジェロ（2022：48）は、白人ナショナリズムや非白人に対する明白な危害には対処す

る必要があるが、自分のことを白人ナショナリストと思っていない「善意の」白人が実行してい
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る、捉えにくい人種差別にも、あからさまな差別と同様に有害な蓄積効果があり、白人自身がその

現状を認め、「よりソフトな」形態の人種差別と向き合う必要があるのだと主張している。

日本の状況に目をやると、日本では 2016年にいわゆる「ヘイトスピーチ解消法」が制定された

ものの、歴史的視点の欠如や、侮蔑的言動を直接的に違法とする規定がないことが問題視されてい

る（佐藤、2017）。本法律の制定前から、特に在日コリアンに対するヘイトスピーチが行われ、そ

れだけでなく外国人に対する差別、不当な扱いや嫌がらせが社会問題となってきている。さらに、

コロナ禍の 2020年には飲食店が「外国人お断り」といった貼り紙をしたり、保健所が外国人と食

事をしないよう呼びかけるお知らせを配布したりしたほか、2021年 8月には、京都府宇治市ウト

ロ地区で在日コリアンをターゲットとした放火事件も起こり、あからさまな差別事件が問題となっ

た（後藤・鵜塚、2022；朝日新聞、2020；久保田・村山、2021）。人権教育啓発推進センター（2017）

による調査では、外国人の約 4割が「外国人であることを理由に入居を断られた」ことがある、約

27％の人が「『外国人お断り』と書かれた物件を見たのであきらめた」ことがあると回答している。

多様な背景を持つ人々が共に暮らす社会を目指す「多文化共生」の理想とは裏腹に、あからさまな

差別だけでなく、わかりにくい差別も続いている。国籍や人種的背景に基づいた差別を指摘しても、

「そんな人は気にする必要ない」「そんな風に怒っていたら誰も聞いてくれないよ」という一見「善

良な」声掛けも、多様性を認めていることにはなっていない（金、2021；丸一 2022）。

あらゆる形の差別に抵抗していくためには、このような不平等な関係について沈黙を守るのでは

なく、マジョリティの日本人が持つ特権性を批判的に捉え、抑圧構造を分析する必要がある。すべ

ての人がこの構造の内側におり、そこから逃れることはできないのだ。反差別主義者になるため

に、ディアンジェロは「白人性を薄める」ことを提唱している。ディアンジェロ（2022：20）に

よれば、白人性を薄めるとは、「白人であることに基づいた抑圧的な態度や無知、また無知ゆえの

傲慢さをなくし、レイシズムの指摘に対して自己防衛的にふるまったり、レイシズムに沈黙したり、

加担したりしないこと」であり、「白人であることを入り口として他の白人と協力し、レイシズム

に介入する」ことである。日本における差別に対しても、マジョリティである日本人は、日本人で

あることについて批判的意識を持ち、異なる背景を持つ人との関係を築くためのスキルを身につけ、

差別に対して働きかけていくことによって「日本人性を薄める」必要がある。このような抑圧構造

を捉える視点は社会正義のための教育とも共通しており、あらゆる差別に対して行動していくため

の知識とスキルを身につけていくうえで重要である。

3．マイクロアグレッションとは
3.1　マイクロアグレッションの定義
マイクロアグレッション（microaggression）は、「意図の有無にかかわらず、特定の人や集団を

標的とし、人種、ジェンダー、性的指向、宗教を軽視したり侮辱したりするような」言動であり、

日常のありふれた場面で起こりうるとされる（スー、2020：34）。回避的レイシズムに見られたよ

うにマイクロアグレッションの行為者は自分が差別した、あるいはする可能性があると信じておら

ず、むしろ「善良な人」から発せられ、受け手ももやもやとした気持ちが残るものの、差別である

と気づかないこともあるため、無意識な会話の中に紛れてしまうことが多い（金、 2021）。「マイ

クロ」という言葉から、微細な、瑣末な、という意味にとられてしまうことがあるが、在日コリ

アンカウンセリング＆コミュニティセンター（ZAC）の所長でマイクロアグレッションの調査・

研究活動も行っている丸一（2022）によれば、マイクロアグレッションを「小さな攻撃」とする、
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あるいは訳すことは本来の意味ではないという。ここで使われている「マイクロ」は、生態学的シ

ステム理論における「マクロ－マイクロ」の領域を表す概念であり、「マクロ」は国や社会のシス

テムを指すマクロ領域であるのに対し、「マイクロ」は家族や友人間等のより日常的な領域のこと

で、マイクロアグレッションは学校や会社、家族や友人等の関係における「『日常的な』侮辱や見

下し」（丸一、 2022： 188）のことである。そして、そのような「日常の何気ない言動に影響を及ぼ

しているのは、マクロな差別構造や政治体制、制度であり、教育やメディアや文化」である（丸一、

2022：188）ため、マイクロアグレッションはその影響下にいる者、つまり誰もがしてしまう可能

性があるといえる。

3.2　マイクロアグレッションの分類
日常的に発生するマイクロアグレッションがどのように心身の健康に影響を及ぼすのかを研究し

たスー（2020：69-82）は、マイクロアグレッションを 1）マイクロアサルト、2）マイクロインサ

ルト、3）マイクロインバリデーションの 3つ形式に分類している。マイクロアサルトは、意識的・

意図的に相手に侮辱的な言動や差別的な行為等を通して傷つける行為であり、特定の属性の人に対

してその集団に対する蔑称で呼んだり、その集団に対して行われてきた象徴的な差別行為（例えば

反ユダヤ主義的な落書きをする、黒人奴隷のリンチに使われた絞首刑用の縄を吊るす等）をするこ

とである。マイクロアサルトはほかの二つの形態に比べて直接的で露骨であり、意図が明確なため

意図が明確でないマイクロインサルトやマイクロインバリデーションよりも対応しやすいとされる。

マイクロインサルトは、日常的なやり取りの中で特定の属性の人のアイデンティティを侮辱する

もので、たいてい無意識になされる。これにはかすかな無視や、ステレオタイプや無礼な言葉で相

手を貶める表現で表される。例えば、①相手の知的能力を人種等の属性や出自に帰する、②異文化

の価値観やコミュニケーションスタイルを病的なものとして扱う、③犯罪者予備軍として決めてか

かる、④二級市民として劣った存在とみなす、といった隠れたメッセージが含まれる。

マイクロインバリデーションは、特定のグループの人々の感情や経験的なリアリティ等を無視し

たり、否定したり、無価値なものとして扱ったりすることで、三つの分類の中で最もダメージが大

きくなる可能性がある。その人のアイデンティティにかかわるリアリティを否定するものであるか

らである。マイクロインバリデーションの例として、①よそ者扱い（どこで生まれたかしつこく聞

く等）、②肌の色や性的指向、ジェンダーを見ないふりをする（人種の違いによる差別を否認する

等）、③個人の持つ人種差別主義・性差別主義・異性愛主義を否認する（自分は男性と女性を平等

に扱うという等）、④能力信仰主義（すべてのグループは平等な機会を与えられており、成功は個

人の努力によるものであると主張する等）をスーはあげている。マイクロインバリデーションもま

た、無意識的に意図せず行われていることが多い。

無意識的になされるマイクロアグレッションが起こってしまう状況について、スー（2020：

101）は、意図的ではないバイアスは、「傷つけようという意思よりも助けないという形で表れや

すい」という。行為者は、特に曖昧な状況において、正しい行動と間違っている行動がはっきりし

ないときや、自分の行動にもっともらしい理由（弁明）があるときには、自らの意図的ではない差

別には直面しなくて済む（スー、2020：101）。冒頭のケースでいえば、オンラインのグループディ

スカッションでお互いの顔が見えない状態（学生はこちらから指示しない限りカメラをオンにしな

い）、海外からのアクセスでインターネットの通信状況が常にいいとは限らないという「曖昧な状

況」であり、「ほかの人が話しかけるかもしれない」あるいは「相手が話せない状態かもしれない」
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という「弁明」をすることができた、ということができる。

当該留学生と一緒のグループだった学生は、「相互作用の力学」（スー、2020：368）が曖昧な状

況において、この出来事がマイクロアグレッションであったことが指摘され、教師（という権力を

持つ筆者）から攻撃されたと感じてしまったかもしれない。そして、誰もが持っている無意識の偏

見とそれを生み出す社会的背景について、説明が十分にされないままであったため、なぜ無視する

ことがマイクロアグレッションとして問題であったのかを理解できなかった可能性がある。また、

教師である筆者自身も、十分に対応できたとはいいがたい。

マイクロアグレッションを克服するための「最初の一歩」として、スー（2020：82-84）は次のこ

とを提案している。まず、マイクロアグレッションを定義することだ。マイクロアグレッションは

家族や職場、医療従事者・患者といった関係の中で、加害者が意識していないところで起きること

が多いため、マイクロアグレッションが起こりうる多様な形態について知ることである。次に、マ

イクロアグレッションを認識することだ。つまり、マイクロアグレッションの場に居合わせたとき、

また自分がマイクロアグレッションを伝える側になったときにその出来事について認識し、どのよ

うに行動するかを決める必要がある。三つ目に、マイクロアグレッションの隠された意味を分析す

ることだ。マイクロアグレッションには自民族中心的な価値観や偏見、ステレオタイプが反映され

ている。また、その背景となっている不公平なシステムや抑圧的な構造を分析する必要がある。

3.3　マイクロアグレッションを受けた人への影響
マイクロアグレッションを受けた側はどのような反応になるのだろうか。スー（2020）によれ

ば、マイクロアグレッションを受けたとき、相手の行動の真意を解釈しようとし、どんな行動をと

るべきだったかを確認することに心理的エネルギーを費やしてしまうという。そして、マイクロア

グレッションを受けた時の最もよくある反応は「何もしない」ことである。これは、①マイクロア

グレッションが起きたのかどうか断定できない、②どう応答すればよいか分からない、③応答でき

る前に出来事が過ぎ去ってしまう、④経験した現実を否定し、何も起きていないと信じ込もうとす

る、⑤行動への無力感、⑥反応をした場合の結果を恐れる、ということが原因であると分析してい

る（スー、2020：109-112）。実際に冒頭のケースでも、マイクロアグレッションを受けた留学生は、

「どうして話しかけてくれないのか」と思っている間にディスカッションの時間が終わってしまっ

たと語っていた。何が起こっているのかを判断しようとしている間に出来事が過ぎ去ってしまった

のである。

つまりマイクロアグレッションが起こった際、それを受けた人が加害者に直接指摘することは少

ないが、心理的負担はかかってしまうことになる。マイクロアグレッションをした行為者には、自

分は偏見はなく、差別をしないと信じて行動しているため、被害者がマイクロアグレッションだと

受け取ったとしても、それをどのように気づかせるのか、という問題が生じる（金、2021）。マイ

クロアグレッションを指摘したところで、過剰反応だ、敏感すぎる、考えすぎだ、といわれ、被害

者の経験は無化されてしまう可能性もある（金、2021）。

結局、多くの場合、マイクロアグレッションを受けた人が怒りやストレスを抱えたまま、何もし

ないということになる。しかしこれは自分の経験を否定することになり、潜在的に精神に害を与え

る（スー、2020；丸一、2022；金、2021）。マイクロアグレッションを日常的に受けることにより、

慢性的なストレスをもたらし、心身の健康に影響を及ぼすことになる。加害者にとっては 1回の

マイクロアグレッションでも、マイノリティの人にとっては、何度も受けている場合が多いため、
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「ヘイトスピーチやヘイトクライムと共鳴しあってその人の『リアリティ』を形成」（丸一、2022: 

189）し、より深刻な負荷をかけることになる。マイクロアグレッションを訴えた際に不利益を被

るかもしれないという不安感や、自尊心の低下等の心理的影響により、教育や雇用の機会へのアク

セスが狭まることにもつながる（スー、2020；金、2016；金、2021）。

3.4　教育現場におけるマイクロアグレッション
教育現場、特に教室内で起こるマイクロアグレッションは、生徒・学生同士で起こることもある

（スー、2020；Kim & Kim, 2010）。マジョリティの学生（例えば、アメリカの大学の白人学生）は、

マイクロアグレッションをしてしまい、それを指摘されても、自分がしたことが（マイノリティ

の）学生を「不快にさせたということを漠然と感じとる」（スー、2020：368）だけに終わってし

まうことがある。

マジョリティの学生は、マイノリティの学生が日常的に経験している人種差別の問題を、その話

題を避けることによって回避できるが、マイノリティの学生はその問題を避けるという選択肢は持

たない（スー、2020）。一方、教師も、マイクロアグレッションが教室内で起きてしまったとき、

教室のコントロールを失うことへの恐怖がある場合や、困難な話題（対話）において適切に対処し

たり、効果的に介入するための知識や教育戦略を持たない場合、マジョリティ学生の偏見を強化さ

せてしまったり、マイノリティ学生に教室の状況が抑圧的であると感じさせてしまうことになる可

能性がある（スー、2020）。

日本の文脈におけるマイクロアグレッションの研究は、丸一俊介、金友子らがメンバーとなって

いるマイクロアグレッション研究会が行ってきている。マイクロアグレッション研究会は、前出

の ZACのメンバー数名により設立された。在日コリアンの若者が経験するマイクロアグレッショ

ンについて、丸一（2022）や金（2016、2021）の論考でも紹介されている在日コリアン青年連合

（KEY）による『在日コリアンへのヘイトスピーチとインターネット利用経験などに関する在日コ

リアン差別実態アンケート調査報告書』（2014）では、「差別未満」というカテゴリーを設けて調

査されており、金（2016）はそれらを在日コリアンに対する不可視なマイクロアグレッションと

して取り上げている。例えば、在日コリアンに対するヘイトスピーチの話をしても「考えすぎだ」

「気にしないほうがいい」等といわれ、理解されていないと感じた経験が紹介されている。そして

金自身も、大学の担当授業で在日朝鮮人三世であると紹介しているのにもかかわらず、学生から

「先生の日本語の上手さに感動しました」と言われたり、これまでの日常生活で「留学生ですか？」

「日本人みたいに見えますね」等といわれたりしたと述べている（金、2021）。これらの発言には

悪意はないものの、「あなたはよそ者」「日本には日本人しかいない」あるいは「日本人であること

がよいことだ」という前提があり、それはヘイトスピーチに見られる「国へ帰れ」というあからさ

まな人種差別にあるメッセージに限りなく近いと金は指摘している（金、2021：49）。

また、日本における「ハーフ」と呼ばれる人たちに対するマイクロアグレッションも実際に学生

が加害、あるいは被害を経験しうることである。「ハーフ」「ミックス」と呼ばれる人々の経験を社

会問題として捉えることの重要性について解説した下地（2021）による『「ハーフ」ってなんだろ

う？あなたと考えたいイメージと現実』には、「ハーフ」や「ミックス」と呼ばれる当事者の短い

インタビューが取り上げられているが、そこには友人や周りの大人だけでなく、教師から英語がで

きると期待され、難しい問題に答えさせられたり、あるいはその逆に日本史や日本文化ですら知ら

ないと思われたり、アフリカルーツであることを理由に部活の顧問に過度な期待をされたりしたエ
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ピソードが語られている。その他に、「ハーフ」や「ミックス」の人がよく受けるマイクロアグレッ

ションとして、「日本語が上手ですね」「日本人以上に日本人らしい」といったようなものや、社会的・

歴史的に作られてきた黒人に対するステレオタイプが反映されている「スポーツが得意」や「ラッ

プが得意」といったものだけでなく、本人の同意なしに髪の毛を触られるといったこと等が挙げら

れている（下地、2021）。そしてこのようなマイクロアグレッションやあからさまな差別（警察に

よる執拗な職務質問、性的な嫌がらせ等を含む）により、精神的にも身体的にも支障をきたすこと

が示されている。

高等教育の現場では、冒頭に述べたように留学生に対するマイクロアグレッションも起こりう

る。アメリカの大学に在籍する留学生に対するマイクロアグレッションについて調査したキムとキ

ム（Kim & Kim, 2010）は、留学生が受けるマイクロアグレッションとして以下のものを上げた。

①言葉に訛りがある、あるいは授業内で発言しないために知性がないと思われる、もしくは授業に

貢献していないと思われる、②留学生の文化的価値やコミュニケーションスタイルを病的なものと

される（積極性に欠けると判断される）、③国際問題や留学生の観点を無価値化する、④すべての

留学生は同じだと考える、⑤アメリカ国内のポップカルチャーやジョーク等をディスカッションで

言及し留学生に説明しない、⑥グループワークで留学生の意見を無視したり、教師は留学生を授業

で指名しない、廊下や教室内で無視する、⑦留学生を対象とした支援の欠如、等である。留学生の

出自に関して貶める発言をするといった分かりやすい差別だけでなく、認識されにくいものがある

のが特徴的である。本授業で起きたのは⑥のマイクロアグレッションに近いと考えられる。

日本の大学に在籍する留学生に対するマイクロアグレッションの研究は少ないが、中国人留学生

がアルバイトで体験するマイクロアグレッションについての研究がある（劉・石黒、2022）。劉・

石黒（2022）の研究によると、外国人だからという理由で「日本人のスタッフを呼んでくれ」と

言われたケースや、名札を見て中国人であることが分かると他の店員に聞くケース、接客の仕事を

任されずに洗い場の仕事しか任されないケース、店で何かミスがあるとまず疑われるケース等が

あったことが分かった。劉・石黒は、これらは日本人客や雇用主・同僚にとっては留学生との接触

は日常生活のほんの一部であるかもしれないが、このような言動が留学生を傷つけているという事

実を認識していない可能性を指摘している。

マイクロアグレッションが授業内で起きないようにする、また自分自身がマイクロアグレッショ

ンの行為者とならないために、教師は、マイクロアグレッションについての理解を深め、自らの偏

見に自覚的になる必要がある。また、学生自身にも困難な状況（マイクロアグレッション）につい

て、個人的に振り返る時間を与え、学生に聞き取ったり、互いの振り返りを共有したりする等と

いった働きかけをスー（2020）は提案している。留学生に限らず、多様な背景を持つ学生が学ぶ、

あるいは生活する場におけるマイクロアグレッションが起こった時は、スー（2020）が指摘した

ように偏見や固定観念を軽減させ、他者に対する共感を増進するための機会でもある。むろん、マ

イクロアグレッションを起こしてしまわないようにすること、そしてマイクロアグレッションが起

こったときにより適切な対応ができるようになることが望ましい。そのためには、自らの偏見や特

権性に自覚的になり、マイクロアグレッションを起こさない、あるいは起こさせないための知識や

スキル、態度を身に付ける必要がある。具体的には、自らの立場や日本の現状等について批判的に

捉えることができる批判的思考力、異なる背景を持つ他者に耳を傾ける傾聴力、相手の文化を理解

し自らの文化と関連付ける異文化理解力、様々な視点から多文化共生について考え、自分の意見を

述べる表現力、マイクロアグレッションを含む様々な形の差別に対して、異なる背景を持つ他者と
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協働して働きかけていこうとする態度等があげられるが、第 5節の授業開発ではこのようなスキル

や態度を身につけることを目指すものとした。

4．授業科目「多文化共生」の概要とこれまでの課題
「多文化共生」は筆者が担当している基盤教育科目で、全学部の 1年生以上を対象とし、第 3ク

オーターは工学部・農学部、第 4クオーターは人文社会学部・教育学部・理学部が対象となってい

る全 8回の授業である。主な履修生は 1年生だが、2～ 4年生が履修することもある。2016年度

後期から実施しているが、昨年度の受講生数名にインタビューを行ったところ、受講理由は様々で、

多文化共生そのものに興味があった、差別や偏見のことを知りたかった、国際的なことや国際交流

をイメージして受講したというものであった。2021年度の授業概要、目標と授業内容を表 1に示

した。

これまでこの授業では、第 2回にステレオタイプや偏見について取り上げ、第 3回にアメリカ

における人種差別について焦点を当てて授業を行っていた。そして第 4回に日本に舞台を移し、日

表 1　「多文化共生」の概要・目標と授業内容（2021 年度）

概要

多文化社会日本の現状と課題を、様々な視点から考察することを通して、多文化共生について理解
を深める。また、日本人性の視点や多文化教育の視点、社会正義のための教育の視点、グローバル
な視点から多文化共生について考え、多文化共生のための取り組みや実践についての理解を深める
とともに、授業内外での活動を通して、多文化共生社会に向けての資質の基礎を養う。

目標 多文化社会日本の現状と課題を様々な側面から理解し、説明することができる。
グローバルな視点から見た多文化共生について考えを深めることができる。
授業内容（テーマ） 主な活動 鍵概念

1.  オリエンテーション、アイデンティ
ティについて考える

多様な背景を持つ人々のアイデンティティ
についてディスカッションする

アイデンティティ

2.  「文化」について考える―批判的分析
の視点―

〇〇国のイメージについて話し合う
動画を視聴してステレオタイプの具体例に
ついて考える

ステレオタイプ、偏
見、文化相対主義
第 4クオーター：マ
イクロアグレッショ
ン

3.  アメリカにおける人種差別と多文化教
育

動画を視聴して構造的差別について考える 人種差別、構造的人
種差別、マイクロア
グレッション、多文
化教育

4.  「日本人性」とは―立場の特権性から
社会をみる―

動画を視聴して特権性について考える
日本人の特権性の例を考える

特権性、日本人性

5.  海外につながる子どもたちと多文化共
生教育

まんが「クラスメートは外国人」を読んで
外国人児童生徒の経験についてディスカッ
ションする

外国人児童生徒教育、
生活言語と学習言語

6.  地域における多文化共生の取り組み やさしい日本語の必要性について学んでや
さしい日本語に直す活動をする

多文化共生、やさし
い日本語

7. グローバルな視点から見た多文化共生「ちがいのちがい」の活動を通して公正や
人権について学ぶ

グローバル化、公正、
人権

8.  アクションプランを考えよう―多文化
共生社会の実現に向けて

「外国人の悩み」の資料を読んでアクショ
ンプランを考える

多文化共生、人権

評価
基準

多文化共生について、授業で取り上げた基本的な知識と考え方を理解し、自分の考えを述べること
ができたか。
多文化共生社会の実現に向けて、アクションプランを作成することができたか。
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本において差別をしてしまう側である日本人の特権性について学ぶ。マイクロアグレッションにつ

いては、ステレオタイプや偏見に基づく差別の形態の一つとして、第 3回に紹介していた。マイク

ロアグレッションの例として、「（20～ 30代の人に）『結婚は？お子さんは？』と聞く」、「（レスト

ランで郭という名札を付けた人に）『日本語上手ですね』という」、「『ハーフって、かわいくて、英

語も話せていいですよね』という」といった文を見せ、何が問題かを考えた後、マイクロアグレッ

ションについての解説をしていた。

しかし、2021年度第 4クオーターでは冒頭のように初回の授業でマイクロアグレッションが起

きてしまったため、第 2回の授業でマイクロアグレッションについての説明を取り入れた。また、

第 2回の授業後の学生の反応としては、授業後に任意の学生にインタビューしたところ、「授業で

マイクロアグレッションが起こったことに驚いた」というものがみられた。しかし、このマイクロ

アグレッションが起こったことの社会的背景の分析まで授業で取り扱うことができず、身近に起こ

りうる差別について深く理解できたわけではない。そのため、全体的にマイクロアグレッションを

意識した授業を行う必要があるが、本稿では特に、差別について取り扱う第 2回～第 4回の授業

開発を行うこととした。

次節では授業開発の背景として、マイクロアグレッションを扱った教材、および関連するテーマ

である日本人の特権性の尺度についての研究を検討したうえで、本授業におけるマイクロアグレッ

ションの授業計画を提示する。

　

5．マイクロアグレッションの視点を入れた「多文化共生」の授業開発
5.1　授業開発の背景
マイクロアグレッションを取り扱ったワークブックとして、渋谷（2018：50-55）がある。この

実践では「ウォーミングアップ」でマイクロアグレッションの具体的な例として、外国人に対して

言った、もしくは言いたくなったことがある文と、外国（アメリカに留学しているとき）で自分が

言われて「いやではないがなにかひっかかる」「いやな気持や差別を感じる」かもしれない文につ

いて考える。例えば、外国人に対する例として「箸の使い方が上手ですね」、海外で自分が言われ

る例として「ハンバーガーを食べたことがありますか？」等の文を五つずつそれぞれ考える。これ

は、日本にいるマジョリティに属する日本人が外国人に対してしてしまいがちなマイクロアグレッ

ションを反転させ、自分が言われた場合にはどう感じるかを考える活動になっている。その後、マ

イクロアグレッションの解説として、「明らかに差別・偏見ではないけれど、そうともとれる微妙

な言動」という説明がなされ、外国人に対してレストランで英語のメニューやフォークを渡したり、

「〇〇ちゃんはハーフだよね。お母さんが外国人でしょう？」ということによって、「あなたはわた
4 4

したち
4 4 4

とは違う」（渋谷、2018：52、強調原文）という隠れたメッセージを送っていると説明して

いる。またここでは、年齢や性別に対するマイクロアグレッションとして「女性なのに結婚を選ば

ず、仕事を選んだんですねえ」といった例も挙げられている。マイクロアグレッションの問題点と

して、発言者に差別の意図がないため、問題点を指摘されても気づかないこと、そして同じ発言を

されても、気になる人と気にならない人がいること、そして発言を受けた人がもし少し引っかかっ

たとしても、自分の気にしすぎかもしれないと考え、指摘できないままになることであるとしてい

る。さらに、「本当に悪意のない発言からむりやり悪意を感じ取ろうとする人」もいるため、相手

の思いやりから出た言動でも届かなくなってしまう（渋谷、2018：55）としている。

しかし、マジョリティにとっては、「同じ発言でも気になる人と気にならない人がいる」という
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点や、「むりやり悪意を感じ取ろうとする」という指摘は、マイクロアグレッションが扱いづらい、

あるいは受け手にとって反応が違うのだから、マイクロアグレッションをしてしまっても仕方がな

い、責めないでほしい、ということになり、マジョリティ性の持つ自己を批判的に見ることを避け

てしまうことにならないだろうか。違う例を挙げて金（2021：50）は「人に出自を聞いたら、そ

れはマイクロアグレッションなのだろうか。そうとも言えるし、そうでないとも言える。言動は文

脈の中にあり、その中で解釈され意味付けされる」と説明している。相手の「思いやり」や「善意」

から出た言動でも、その背景に「隠されたメッセージ」が含まれているのであれば、そのような言

動がどうして起こってしまうのかを批判的に分析する必要があるだろう。

また、マイクロアグレッションが特権性に無自覚なマジョリティによってなされることも多いこ

とから、マイノリティが経験する差別やマイクロアグレッションを知ることにより、特権性に自覚

的になることが考えられる。授業計画では、出口・渋谷（2021）が開発した日本人の特権性の尺

度を参考にした。出口・渋谷は、日本では「特権」という概念がまだ日本社会に浸透していないこ

とから、マッキントッシュ（McIntosh, 1989: 2011）白人の特権性のリストを参考に、「特権」とい

う言葉を使わずに「日本人特権尺度」を開発した。これまでの筆者の授業でも、特権性の意味や第

2節で取り上げたマッキントッシュ（1989：2011）の日常で経験する白人の特権性の例を消化した

うえで「日本人にはどんな特権があると思うか」という質問をしても、それまで意識したことがな

いことについて議論を深めることは難しかったため、あらかじめ例を示し、話し合うこととした。

以下の目標と授業計画は、2021年度の内容を基に、マイクロアグレッションにかかわる活動を

加えていく形とし、特に差別とマイクロアグレッションに関連する第 2回～ 4回の授業計画を作

成した。ただし、第 1回はマイクロアグレッションには触れないものの、授業内でマイクロアグレッ

ションが起きないようにするためのグラウンド・ルールを設定することとした。授業時間はそれぞ

れ 90分である。

5.2　グラウンド・ルール（第 1回）
マイクロアグレッションについて考えるために、まずマイクロアグレッションが起きないような

環境にするためのグラウンドルール（基本原則）を設定する。これは、すべての学生が安心して

授業で自分の意見を言うことができ、ほかの人の意見を尊重し、クラスで学んでいくための場づ

くりとして行う。ここでは教育における公正や正義の研究者であるポール・C・ゴースキ（Paul C. 

Gorski）によるMulticultural Pavilionに記載されているグラウンド・ルール、およびミシガン大学

学習教育研究センター（Center for Research on Learning and Teaching, University of Michigan）によ

るディスカッションの際のグラウンド・ルールを参考に、次のことを学生に提示する 7）。

1．他の人が話しているときは聞くことに専念し、相手を尊重する。

2．ディスカッションでは、全員が発言できるようにする。

3．他の人を傷つける発言や行動はしない。

4．相手のアイデンティティや属性について決めつけた発言はしない。

5． ディスカッションは、お互いの意見から学び合う機会でもあるため、相手の意見に感想を述

べたり、質問したりしてみる。

上記のうち、4については 2022年度第 3クオーター以降に加えたものである。というのも、
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2022年度第 3クオーターの第 1回目の授業（オンライン）で上記のグラウンド・ルールを示した

にもかかわらず、再びマイクロアグレッションにつながる発言をした学生がいたことが報告された

ためである。そのため、第 2回目では、具体的な例を挙げてマイクロアグレッションを起こさない

ための注意をしたほか、本授業で学ぶ差別につて、実際のケースを取り扱うため、差別表現が含ま

れる場合があることについて注意喚起した。

このように、グラウンド・ルールは、授業を受ける人が誰であるか、差別や多文化共生等につい

ての学習歴や理解の程度によって、変更したり、追加したりする必要がある。また、授業の途中で

再度学生に理解を促したり、状況によって変更したりすることも考えられる。

5.3　ステレオタイプ、偏見、差別とマイクロアグレッションの授業開発（第 2回～第 4回）
第 2回～第 3回は、文化、ステレオタイプ、偏見、差別等について取り上げ、第 4回では特権

性について取り上げる。また学生は、グループディスカッションのテーマについて、事前課題とし

表 2　第 2回～第 4回の授業目標と授業計画

第 2回「文化」について考える―批判的分析の視点―
授業目標
・文化とは何かについて理解できる。
・ステレオタイプがどのように形成されるかについて考えることができる。
・ステレオタイプから生まれるマイクロアグレッションについて理解することができる。
過程 ○学習内容・学習活動 ・指導上の留意点　＜資料＞
導入

展開 1

展開 2

展開 3

○日本・日本文化のイメージ
・ 日本・日本文化と聞いて思い浮かべることをグルー
プで話し合ったあと、全体で共有する。
○「文化の氷山モデル」
・ 「文化の氷山モデル」を使って、見える文化・見
えない文化について理解する。
・ アメリカ、インド、韓国のイメージについて話し
合う。
○ステレオタイプと偏見について
・ アメリカ／日本のステレオタイプ的な写真を見て、
ステレオタイプの定義について確認する。
・ ステレオタイプ的な写真を見て、ステレオタイプ
はだれでも持ってしまうことを理解する。
・ 偏見はステレオタイプ的な見方に否定的な感情が
加わったもので、特定の集団に対して根拠もない
のに怒り、恐れ、嫌悪といった感情を持つことを
確認する。
○ステレオタイプが強化されたとき
・ ステレオタイプが強化されたときに起こりそうな
行動についてディスカッションを行う。　
・ マイクロアグレッションについて理解する。

・ 事前にディスカッションで話し合う内容に
ついて課題としておき、書いてきた内容に
ついて話す。
＜資料＞文化の氷山モデルは、原沢（2013）
を参考に示す。
・ 自分があまり知らない国の場合には「見え
る文化」が多くあげられることを確認する。
＜資料＞ステレオタイプ的な写真：アメリカ
の食べ物、欧米圏における日本人の表象、日
本における白人や黒人の表象を紹介する。

＜資料＞
・ ステレオタイプから生じる身近なトラブル
を題材として示す。
・ 「ハーフ」や「ミックス」の人に対するマイ
クロアグレッションについて、下地（2021）
を参考に示す。

第 3回：アメリカにおける人種差別と多文化教育
授業目標
・ 様々な形態の差別について理解することができる。
・ マイクロアグレッションが起こる背景や、それが起こった時にどのように行動するかについて考えること
ができる。
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過程 ○学習内容・学習活動 ・指導上の留意点　＜資料＞
導入

展開 1

展開 2

展開 3

○差別にはどんなものがあるか
・ グループディスカッションで以下のことについて
話し合う。
　� 知っている差別にはどんなものがあるか
　� どのようなときに人種差別が起こるか
・ 差別の形態（個人間での差別、制度的差別、文化
的差別）について理解する。
〇人種的マイクロアグレッション
・ ケースを読んで、どうしてマイクロアグレッショ
ンが起こったか、自分ならどうするかについてグ
ループで話し合う。
ケースの内容

H大学の田中先生の授業では、グループディス
カッションがあります。留学生のサミさんがいる
グループで、他の日本人学生は、サミさんだけ話
しかけず、意見を聞かないことがありました。
1.  あなたがサミさんだったら、どう思うでしょう
か。

2.  日本人学生は、どうしてサミさんに話しかけな
かったと思いますか。

3.  もし、あなたがこのグループにいたら、どうす
ると思いますか。

○アメリカの人種差別の歴史
・ アメリカの人種差別の歴史を概観し、さらに構造
的差別がどのように続いてきたかについて、動画
を見て理解する。
・ Black Lives Matter運動について紹介する。
〇アメリカにおける多文化教育
アメリカにおける多文化教育の背景と、多文化教育
の段階について理解する。
多様な背景を持つ子どもに合わせた教材や児童文学
を紹介する。

・ 事前にディスカッションで話し合う内容に
ついて課題としておき、書いてきた内容に
ついて話す。
・ 人種や人種差別についての定義も説明する。

・ 実際に学生が経験するかもしれないことに
ついて、自分ならどうするかについて話し
合う。また、マイクロアグレッションが起
きてしまった背景を考えるように促す。

＜資料＞構造的人種差別についての動画
URL：https://youtu.be/YrHIQIO_bdQ　
＜資料＞様々な肌の色のトーンがあるクレヨ
ン、色鉛筆の写真、日本の「ペールオレンジ」
のクレヨン等を示す。
＜資料＞アメリカン・インディアン、メキシ
コ系アメリカ人、日系アメリカ人、アフリ
カ系アメリカ人、ミックス・レイス（mixed 
race）、同性愛者を親に持つ子ども等を主人公
にした児童文学の写真を紹介する。

第 4回：「日本人性」とは―立場の特権性から社会をみる―
授業目標
・ マジョリティとマイノリティの関係性について理解することができる。
・ 日本人の特権性について理解し、日本人が経験する日常の特権性について考えることができる。
・ マイノリティの経験について理解し、マイクロアグレッションが起きないようにするための方法について
グループで考え、様々な手段で表現することができる。
・ アメリカの多文化教育の歴史と現状について理解することができる。
過程 〇学習内容・学習活動 ・指導上の留意点　＜資料＞
導入

展開 1

○マジョリティとマイノリティ
・ 社会的により優位な立場に立つマジョリティと、
より権力から遠い立場であるマイノリティについ
て理解する。
・ 社会的カテゴリーごとにマジョリティ・マイノリ
ティがあることを理解し、自分がどの立場化を確
認する。
・ マジョリティとマイノリティの体験がどのように
違うかについて、グループで話し合う。

○白人性について
・ ホワイトネス研究について理解する。
・ 白人の特権性、また白人の特権としてどのような
ものがあるかについて理解する。

・ 紹介する社会的カテゴリーは、人種・民族、
出生時に割り当てられた性別、性自認、性
的指向、学歴、経済的階級、障害の有無、
言語であるが、他にも宗教や年齢等、様々
な社会的カテゴリーがあることを説明する。
・ 一人の人が社会的カテゴリーによってマ
ジョリティ・マイノリティ両方に属する可
能性があること、またそのアイデンティティ
も固定されたものではないことを説明する。
＜資料＞白人の特権性については、松尾
（2005）、出口（2021）、およびMcIntosh（1988：
2011）らによる白人性の定義や説明を参考に
する。
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展開 2

展開 3

○特権性について
・ 教室の前に置かれたごみ箱に、座っているところ
から紙を丸めて投げるアクティビティを行う。
・ マジョリティに属する人は自分の特権について無
自覚であることについて理解する。

○マイクロアグレッションの例から日本人の特権性
を考える
・ 日本に住んでいるマイノリティの人が受けるマイ
クロアグレッションの例を見て、自分に当てはま
るかどうかを考えたのち、どうしてマイクロアグ
レッションになるのかについてグループで話し合
う。
・ 差別およびマイクロアグレッションの項目につい
て、以下の例を見て、マイノリティであれば経験
があるかもしれないが、マジョリティの日本人は
ほとんど経験しないことを確認する。

・ 駅を歩いていたら、身分証明書を見せてくださ
いと言われた。
・ アパートの契約をするとき、国籍を理由に契約
を拒否された。
・ 結婚するとき、相手の家族に出身や出自が理由
で反対された。
・ 自分の国や言語・文化について学校で教わるこ
とを保証されていない。
・ 生まれたときから日本に住んでいるが「日本語
が上手ですね」といわれる。
・ 自分の性格や得意なことについて「〇〇人だか
ら」といわれる。
・ レストランや空港等で失礼な扱いを受けたとき、
自分が外国人だからかもしれないと考えてしま
う。

・ 上記の項目について、マイクロアグレッション（マ
イクロインサルトやマイクロインバリデーショ
ン）の「隠されたメッセージ」を提示し、どれに
あたるかについて話し合う。

・ 前に置かれたごみ箱は特権性そのものを意
味し、座っている席は特権までのアクセス
を意味する。当然、前にいる人のほうがご
み箱に入れやすいが、後ろに座っている人
が紙を入れられないことは「努力が足りな
い」とみなされる、ということ意味する。
前の人は後ろに座っている人の状況はわか
らないため、特権性に無自覚であることが
分かるアクティビティである 8）。

＜資料＞出口・渋谷（2021）による日本人の
特権性の尺度として挙げられた 6つのカテゴ
リー（法的権利、社会参加、教育、文化・言語・
アイデンティティ、真正性、差別）における
特権を参考に、項目を作成した。例えば法的
権利の特権の例として、「私はパスポートなど
の身分証明書を持ち歩かなくても問題になる
ことがない」（出口・渋谷、2021: 109）があ
るが、それを反転させて項目を作成した。

まとめ ○マイクロアグレッションが起きないために何がで
きるか
・ グループでマイクロアグレッションが起きないよ
うにするためにどうすればよいかについて話し合
う。
・ 授業のグラウンド・ルールについて、具体的な場
面や状況を考えて、見直しを行う。
・ マイクロアグレッションが起こらないようするた
めの方法についてグループで考え、様々な手段
（ポスター、スキット、まんが等）で表現し、発
表する。

・ マジョリティとして、マイクロアグレッ
ションやあからさまな差別の言動に介入す
るための方法を紹介する。
・ マイクロアグレッションを含む差別は社会
的な構造も含めて考えていく必要があるこ
とを説明する。
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て授業前に提出することになっている。授業後には学んだことや疑問について記入し提出する。第

2回から 4回までの各回の授業目標及び授業展開について、表 2にまとめた。

6．まとめ
マイクロアグレッションについて、筆者が担当していた授業では当初、わかりにくい差別の形態

の一つとして、実際に学生が体験したり、あるいは自分が行為者になるかもしれない例を挙げつつ

紹介していた。しかし実際に自分の授業でマイクロアグレッションが起こってしまったことをきっ

かけに、本稿でマイクロアグレッションについて考える授業の実践開発を試みた。筆者の授業を受

ける学生は、留学生や、海外にルーツを持つ学生が受講することがあるが、ほとんどの学生は日本

生まれ・日本育ちの日本人学生である。そのため、マイクロアグレッションが起きても気づかない

可能性がある。

スー（2020）が示したように、マイクロアグレッションを起こさないようにするために、まず

マイクロアグレッションの多様な形態について知り、そしてマイクロアグレッションに遭遇した時

にどのような行動をとるべきかを考えることが重要である。本稿では、ケースを読んで、自分なら

どうするかを考える活動を取り入れた。また、マイクロアグレッションに隠されたメッセージにつ

いて分析するために、動画や、日本人性尺度の例からどのような隠されたメッセージがあるかにつ

いて分析する活動を行うこととした。しかしながら、マイクロアグレッションを受けた場合の行動

や、身近に差別が起こった場合の行動については具体的に含めることができなかったため、今後の

課題としたい。

また、マイクロアグレッションはいうまでもなく性的マイノリティの学生や合理的配慮を要する

学生等も受けてしまう可能性がある。しかしながら本稿では十分に検討ができなかったため、今後

はあらゆる形態のマイクロアグレッションを含む差別についても取り上げた授業開発が必要であ

る。

付記
本研究は、日本学術振興会学術研究助成基金助成金基盤研究（C）（課題番号：19K02470, 研究

代表者　青木香代子）の助成によるものである。

注
1 ） 具体的には、八島・久保田（2012：160）による「アイデンティティ・トーク」を参考に、ロシアと日本をルー
ツに持つ人と、朝鮮半島をルーツに持つ在日コリアンの人のアイデンティティの話をもとにして、国籍、文化、
言語から見たそれぞれのアイデンティティについて考えるというものである。

2 ） 本稿では social justice educationにあたる表現を「社会正義のための教育」としている。文献によっては「社会
的公正教育」（グッドマン、2017; 出口、2021）があるが、「公正」は justiceと近い概念である equityの訳とし
てもつかわれるため、ここでは「正義」を用いている。

3 ） 本稿では、人種とは社会的に構築されてきた概念であり、「人間の身体の差異を参照することによって社会的
葛藤と利害関係を示し、象徴する」としたオミとワイナント（Omi & Winant, 2015: 110）の立場をとる。

4 ） 1990年に「ヘイトクライム統計法（Hate Crime Statistics Act）」が連邦政府により制定された後、各州でヘイ
トクライム規制法が立法された（新、2015）。コロナ禍の影響によりアジア系アメリカ人をターゲットとした
ヘイトクライムが急増したことを受け、2021年 4月にはアジア系に対するヘイトクライムを防止する法案が提
出され、可決された。

5 ） 本稿では、社会的に構築されてきた概念である「人種」に基づく差別を人種差別（racism）としているが、引
用部分では「レイシズム」を用いる。

6 ） 白人の心の脆さ（ホワイト・フラジリティ）とは、ロビン・ディアンジェロ（2021）によって概念化されたも
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のである。ディアンジェロは、白人が人種差別と自分自身の白人性を結び付けられそうになると怒り、恐れ、
罪悪感といった感情や、論争から撤退し沈黙するといった様々な自己防衛反応を起こすことに着目し、人種ヒ
エラルキーの中で白人としての優位性を保つことによって心の平静さを取り戻そうとする反応を「白人の心の
脆さ」と呼んだ。フラジリティは脆弱性とも訳されるが、これは「弱さ」ではなく、人種上の支配と白人の特
権を守るための強力な手段である（ディアンジェロ、2021：14）。

7 ） グラウンド・ルールは以下を参考にした。Multicultural Pavilion, Guide for Setting Ground Rules：http://www.
edchange.org/multicultural/activities/groundrules.html；ミシガン大学学習・教育研究センター Guidelines For 
Classroom Interactions：https://crlt.umich.edu/examples-discussion-guidelines．いずれも最終閲覧日 2022年 9月
23日。

8 ） 特権性について理解するためのごみ箱を使ったアクティビティは、青木（2020）、渋谷（2021）でも紹介され
ている。
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